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１．研究計画の概要 

(1)西田明則旧蔵書の全般的な数学的な内容

解明。特に、「礟家秘函測量篇附録」、「直

線三角術（平面三角法） 西田明則述」、「点

鼠徴証基本 天・地」について数学的な内容

と文献学的な調査を行うこと。 

(2)西田明則が学んだ内田の瑪得瑪弟加（ﾏﾃﾏ

ﾃｶ）塾では、称平術が盛んに研究されていて、

これが、東京湾海堡建設の学問的裏づけにな

ったという仮説の検証すること。 

(3) 西田明則が学んだ関流数学の創始者の

関孝和について、死亡したのが宝永5年10月2

4日（西暦1708年12月5日）は確実だったが、

それ以外の履歴をあきらかにすること。 

 これらの研究により、関孝和の生きた江戸

時代初期、西田明則の生きた江戸末期から明

治にかけて、数学が社会的にどういう役割を

していたか、その重要な側面をあきらかにし、

現在の社会における数学・数学者の役割を考

えるための示唆を得ることを目的としている。 

2008年が関孝和没後300年に当たるため、

日本数学会と日本数学史学会が核になって

関孝和三百年祭記念事業実行委員会ができ

たが、研究代表者は、日本数学会側の代表で、

2007年から関孝和没後300年祭の準備を始め、

2008年度に事業を推進し、2009年度は、関孝

和三百年祭記念事業関係のまとめにも多く

の時間を使った。2010年度は、西田明則およ

び関孝和に関する今回の研究成果のまとめ

が主になる予定である。 

 

２．研究の進捗状況 

(1) 西田金吾明則及びその旧蔵書について 
①西田金吾明則について、岩国徴古館に調査
の結果、「暮沙汰帳」の中に西田金吾明則に
関する記述を発見し、和算学習と旧蔵書との
対応が分かった。 
②「礟家秘函附録 測量篇」は「崎陽 停車
園主人」、すなわち、長崎の銀屋町住の上野
俊之丞常足によるものと判明し、他の機関
（東北大狩野文庫、佐賀県図蓮池鍋島文庫、
高知市図書館徳弘文庫）所蔵の「礟家秘函」
と比較検討をし、その全貌と価値、付録の位
置付けを解明しつつある。 
 (2) 関新助孝和及びその業績について 
①伝記的な事項について「年録」、「甲府
日記」、「甲府分限帳」を調査し、死後、
寛政重修諸家譜成立後としても 200 年以
上、謎とされてきた多くのこと（年齢、
生誕地、甲府藩における職歴等）を明ら
かにした。 
②関孝和の行った円周率の計算の結果
が『括要算法』に残されているが、なぜ、
「3.14159265359 微弱を定周と為す」と結論
付けたかという疑問が提出されていた。関孝
和の行った数値計算を検討し、小数第 13 位
までが正しく計算したと関孝和自身が信じ
られる結果となっていることを明らかにし
た。村松茂清の球の体積と表面積の計算をさ
らに推し進めた関孝和の扱いから、等比級数
的な考えの着想を得たであろうことを指摘
した。 
(3) 建部賢弘について 
関孝和の弟子の建部賢弘が師の円周率の計
算について「綴術算経」（序文享保七年一月）
では「十三万千七十二角に到る截周を求て十
五六位の真數を究め得たり」と書き、「建部
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先生綴術真本」（東大本）及び「綴術算経（東
北大学 狩野本）」では（序文、享保七年二
月）では「二十許位の真数を究め」と書いた
点に（明治以降の和算史研究では）初めて言
及し、これらの書物の成立順に関する議論に
一つの決定的な論拠を与えた。 
 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 

（理由） 
(1)西田明則自身については岩国徴古館の「暮
沙汰帳」を調査でき、蔵書に関しては、「礟
家秘函附録 測量篇」について、東北大狩野
（測量篇、安政二奥宮正路写一冊）、佐賀県
図蓮池鍋島の測量篇、高知市図書館徳弘文庫
の「礟家秘函」巻之一、二を調査でき構成に
ついて全貌と価値、付録の位置付けを解明し
つつあるから。 
(2)関孝和については、 
①「年録」、「甲府日記」など多くの文献
を調査したことによっても過去に不明
ないくつかの点を明らかにできたが、あ
る甲府分限帳の調査により、謎とされていた
ほとんどの事項について解明することがで
きたから。 
②また、円周率の数値計算についても、関自
身、村松茂清や建部賢弘の文献に基づき有力
な仮説を提唱できたから。 
 
４．今後の研究の推進方策 
過去 3年の研究のように関連古文書を発掘し
調査し、西田自身とその蔵書研究、関孝和研
究を引き続き行い、最終年度であるのでまと
めを早めに行い、西田明則、関孝和という和
算家の社会との係わりについて一般社会に
情報提供をするための広報活動につとめる。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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〔その他〕 

『関孝和三百年祭記念事業報告書』（日本数
学会、2010 年 3 月 31 日、32p）を作成した。 

 

日本数学会 Web Pages の中に関孝和三百年
祭記念事業のページがあり、成果の一部が公
開されている。 

http://mathsoc.jp/meeting/seki2008/

 


